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FCoE NPVの概要
Fiber Channel Over Ethernet（FCoE） Nポート仮想化（NPV）は、FCoE Initialization Protocol
（FIP）スヌーピングの拡張版であり、FCoE対応ホストからFCoE対応FCoEフォワーダ（FCF）
デバイスに安全に接続する方法を提供します。

FCoE NPVにより、以下を実現できます。

• Nポートバーチャライザ（NPV）として機能し、コアスイッチ（FCF）に接続するスイッ
チ。

• NPVスイッチを別のホストとして認識するコアスイッチ（FCF）。

• NPVスイッチに接続された複数のホストを、コアスイッチ（FCF）で仮想化されたNポー
トとして表示。
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FCoE NPVの利点
FCoE NPVには、次のような利点があります。

• FCoE NPVにより、FCoEの展開に NPVの利点を活用できます（ドメイン IDの拡散を防
止し、ファイバチャネルフォワーダ（FCF）テーブルのサイズを削減するなど）。

• FCoE NPVにより、FCoEホストと FCoE FCFとの間に安全な接続を確立できます。

• FCoE NPVには、FCFでのホストのリモート管理に付随する管理上およびトラブルシュー
ティング上の問題がありません。

• FCoENPVは、トラフィックエンジニアリング、VSAN管理、管理、およびトラブルシュー
ティングといった NPVの機能を維持しながら、NVP機能の拡張として FIPスヌーピング
を実装します。

FCoE NPVの機能
FCoE NPVの機能は次のとおりです。

•サーバーログインの自動ロードバランス

•サーバインターフェイス（ホストのログイン）が、使用可能な複数のアップリンク間
で、ラウンドロビン方式で分散されます（NPポートまたは外部インターフェイス）。

•中断を伴う自動ロードバランシングをイネーブルにすることで、既存のサーバイン
ターフェイス（ホスト）を、新たに追加されたNPアップリンクインターフェイスに
負荷分散できます。

例：

switch(config)# npv auto-load-balance disruptive

•トラフィックマッピング

•サーバーインターフェイスがコアスイッチに接続するために使用可能なNPアップリ
ンクを指定できます。

•現在マッピングされているアップリンクがダウンした場合、サーバーは他の使用可能
なアップリンクを介してログインしません。

例：

switch(config)# npv traffic-map server-interface vfc2/1 external-interface vfc2/1

• FCoE NPVブリッジでの FCoE転送

• FCoE NPVは Data Center Bridging Exchange（DCBX）プロトコルをサポートしています。

• VNPポートを介して受信された FCoEフレームは、L2_DAが、VFポートでホストに割り
当てられている FCoE MACアドレスのいずれかに一致する場合にのみ転送されます。
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ポートチャネルの VNPポートを介した FCoE NPVでは、FIPネゴシエーションにのみ自動ト
ラフィックマッピングが使用されます。ポートチャネルの VNPポートを介した FCoEトラ
フィック分散は、計算されたハッシュ値に基づきます。

（注）

ファイバチャネル低速ドレインデバイスの検出と輻輳回避

Fibre Channel over Ethernet（FCoE）でのエンドデバイス間のデータトラフィックは、リンク
レベルおよび各ホップをベースとしたフロー制御を使用します。低速デバイスがファブリック

に接続されている場合、エンドデバイスは、設定されたレートでフレームを受け入れません。

低速デバイスの存在がリンクのトラフィック輻輳の原因となります。トラフィックの輻輳は、

宛先デバイスに低速ドレインが発生していない場合でも、トラフィックに同一のスイッチ間リ

ンク（ISL）を使用するファブリック内の無関係のフローに影響を与えます。

低速ドレインデバイスの検出と輻輳回避が以下のプラットフォームでサポートされています。

• N9K-C93360YC-FX2

• N9K-C9336C-FX2-E

• N9K-C93180YC-EX

• N9K-X9732C-EXラインカード

• N9K-C93180LC-EX

• N9K-C93180YC-FX

• N9K-X9736C-FXラインカード

低速ドレインデバイスの検出と輻輳回避は FEXポートでサポートされていません。（注）

VNPポート
FCoE NPVブリッジから FCFへの接続は、ポイントツーポイントリンク上でのみサポートさ
れます。これらのリンクは、個々のイーサネットインターフェイスまたはポートチャネルイ

ンターフェイスになります。イーサネット/ポートチャネルインターフェイスに接続されたFCF
ごとに、vFCインターフェイスを作成し、バインドする必要があります。これらの vFCイン
ターフェイスは、VNPポートとして設定する必要があります。

VNPポートでは、FCoE NPVブリッジが、それぞれ固有の eNode MACアドレスが付いた複数
の eNodeを持つFCoE対応ホストをエミュレートします。デフォルトでは、VNPポートはトラ
ンクモードでイネーブルになります。
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VNPポートには、複数の VSANを設定できます。VNPポート VSANに対応する FCoE VLAN
を、バインドしたイーサネットインターフェイスに設定する必要があります。

Cisco Nexus 9000シリーズデバイスの VNPポートは、それぞれ固有の Fabric Provided
MAC-Addresses（FPMA）が付いた複数のイーサネットノードを持つFCoE対応ホストをエミュ
レートします。

（注）

FCoE NPVのライセンス要件
次の表に、FCoE NPVのライセンス要件を示します。

ライセンス要件製品

FCoE NPVは、FCoE NPVライセンス
(FCOE_NPV_PKG)を必要とします。PID
N93-16Y-SSK9または N93-48Y-SSK9または
ACI-STRGを使用して、サポートされるプラッ
トフォームで FCoE NPVと FC NPVを有効に
することもできます。

Cisco NX-OSライセンススキームの詳細と、
ライセンスの取得および適用の方法について

は、『Cisco NX-OS Licensing Guide』を参照し
てください。

ACI-STRGは、ネイティブファイバ
チャネルポートの 48ポートのみを
ライセンスします。Cisco Nexus
N9K-C93360YC-FX2および
N9K-C9336C-FX2-Eプラットフォー
ムスイッチの 48を超えるポートで
このライセンスを使用すると、Syslog
は生成されません。

（注）

Cisco NX-OS

仮想インターフェイスの概要
Cisco Nexusデバイスは、Fibre Channel over Ethernet（FCoE）をサポートします。そのため、ス
イッチとサーバ間の同じ物理イーサネット接続で、ファイバチャネルとイーサネットトラ

フィックを伝送できます。
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FCoEのファイバチャネル部分は、仮想ファイバチャネルインターフェイスとして設定され
ます。論理ファイバチャネル機能（インターフェイスモードなど）は、仮想ファイバチャネ

ルインターフェイスで設定できます。

仮想ファイバチャネルインターフェイスは、いずれかのインターフェイスにバインドしたう

えで使用する必要があります。バインド先は、統合型ネットワークアダプタ（CNA）がCisco
Nexusデバイスに直接接続されている場合は物理イーサネットインターフェイス、CNAがレ
イヤ 2ブリッジにリモート接続されている場合はMACアドレス、CNAが vPCを介してファ
イバチャネルフォワーダ（FCF）に接続されている場合は EtherChannelとなります。

LANトラフィックのシャットダウンに関する情報
統合型ネットワークアダプタ（CNA）では、1つの物理リンク上に FCoEと LANトラフィッ
クの両方（ユニファイド I/O）を共存させることができます。

CNAに vPCを設定する場合は、各種ネットワークパラメータをピアスイッチ間で一致させま
す。システムで不一致が検出されると、セカンダリvPCレッグがダウンします。vPCレッグは
FCoEおよび LANトラフィックの両方を伝送しているため、FCoEリンクもダウンすることに
なります。

このような状況で FCoEリンクの停止を回避するには、shutdown lanコマンドを使用して、
ポートチャネルおよび個別のイーサネットポートで LANトラフィックだけをシャットダウン
します。

vPCによって、vPCセカンダリレッグの停止がトリガーされた場合、セカンダリ vPCレッグ
ではイーサネット VLANだけが停止します。セカンダリ vPCレッグの FCoE/storageは稼働し
続けます。

（注）

shutdown lanコマンドに関する注意事項

• shutdown lanコマンドは、vFCインターフェイスがバインドされているポートチャネル
インターフェイス、FEX HIFポート、または個別のイーサネットインターフェイス上の
みで構成できます。

• shutdown lanコマンドは、トランキング動作状態にあるポートチャネルインターフェイ
スまたは個別のイーサネットインターフェイス上のみで構成できます。

• vPC対応の shutdown lanがセカンダリ vPCレッグに適用されている場合、shutdown lanコ
マンドをセカンダリ vPCレッグに対して有効にすることはできません。

• shutdownlanコマンドがセカンダリvPCレッグに適用されている場合、vPC対応の shutdown
LANは実行できません。

• shutdown lanコマンドは、ポートチャネルメンバー上では構成できません。

• shutdown lanコマンドのデフォルトは、no shutdown lanです（shutdown lanは無効に設定
されています）。
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• shutdown lanコマンドでは、Link Layer Discovery Protocol（LLDP）機能を有効にしておく
ことが前提条件となります。

• shutdown lanをイネーブルに設定しているポートは、ポートチャネルに追加できません。

• shutdown lanのイネーブル化およびディセーブル化は、インターフェイスごとに設定する
必要があります。

•インターフェイスに shutdown lanが構成されていると、このインターフェイスで no shut
コマンドを実行しても、LAN VLANは起動しません。

• VPCネットワークでタイプ 1の不整合が発生すると、シャットダウン LANがトリガーさ
れます。

LANトラフィックのシャットダウンの例

•ポートチャネルの LANトラフィックをシャットダウンします。

switch(config)#interface port-channel 955
switch(config-if)# shutdown lan

•個別のイーサネットポートの LANトラフィックをシャットダウンします。

switch(config)#interface Ethernet 2/5
switch(config-if)# shutdown lan

LANトラフィックのシャットダウンの確認例

•イーサネットインターフェイス2/5がメンバーとなるポートチャネル955に対し、shutdown
lanコマンドが実行されたタイミングを確認します。

switch# sh interface port-channel 955 | grep LAN
All LAN VLANs are administratively shut

switch# sh interface ethernet 2/5 | grep LAN
All LAN VLANs are administratively shut

switch# sh run interface port-channel 955 | grep shut
shutdown lan

switch# sh run interface e2/5 | grep shut
shutdown lan

•セカンダリ vPCレッグ（イーサネット 2/31がメンバーとなるポートチャネル 231）に対
し、vPCが LANのシャットダウンをトリガーしたタイミングを確認します。

switch# sh interface port-channel 231 | grep LAN
All LAN VLANs are administratively shut
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FCoE VLANおよび仮想インターフェイスに関する注意事項および制約
事項

FCoE VLANと仮想ファイバチャネル（vFC)インターフェイスには、以下の注意事項と制約事
項があります。

•それぞれの vFCインターフェイスは、FCoE対応イーサネットインターフェイス、
EtherChannelインターフェイス、またはリモート接続されたアダプタのMACアドレスに
バインドする必要があります。FCoEは 10ギガビット、25ギガビット、40ギガビットお
よび 100ギガビットイーサネットインターフェイスでサポートされます。10ギガビット
および25ギガビットのブレークアウトは、FCoEインターフェイスでサポートされます。

vFCインターフェイスにバインドするイーサネットインターフェイスまたは EtherChannel
インターフェイスを設定する際は、次の点に注意してください。

•イーサネットまたは EthernetChannelインターフェイスは、トランクポートにする必
要があります（switchport mode trunkコマンドを使用します）。

• vFCの VSANに対応する FCoE VLANは、許可 VLANリストに含まれている必要が
あります。

• FCoE VLANをトランクポートのネイティブ VLANとして設定しないでください。

トランク上のデフォルトの VLANはネイティブ
VLANです。タグなしフレームはいずれも、ネイ
ティブ VLANトラフィックとしてトランクを通過
します。

（注）

• FCoEには FCoE VLANだけを使用する必要があります。

•デフォルト VLANの VLAN1を FCoE VLANとして使用しないでください。

•イーサネットインターフェイスは、PortFastとして設定する必要があります
（spanning-tree port type edge trunkコマンドを使用します）。

• MTUを 9216または最大許容MTUサイズとして設定する必要があります。

• vFCインターフェイスは、FCoE Initialization Protocol（FIP）スヌーピングブリッジに接続
された複数のメンバポートを持つイーサネットポートチャネルにバインドできません。

ホストがスヌーピングブリッジ経由で接続されている場合は、MACバウンド vFCを使用
することを推奨します。

• VFモードの場合、各 vFCインターフェイスは、ただ 1つの VSANに関連付けられます。

VNPモードの場合、各 vFCインターフェイスは、複数の VSANに関連付けられます。

• vFCインターフェイスに関連付けられた VSANは、専用の FCoE対応 VLANにマッピン
グする必要があります。
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•プライベート VLANでは、FCoEはサポートされません。

• LANの代替パス用に（同一または別の SANファブリックにある）統合アクセススイッチ
をイーサネットリンク経由で相互に接続する必要がある場合は、すべての FCoEVLANを
メンバーシップから除外することを、これらのリンクに対して明示的に設定する必要があ

ります。

• SAN-Aおよび SAN-Bファブリックの FCoEに対してはそれぞれ異なる FCoE VLANを使
用する必要があります。

• vPCを介した pre-FIP CNAへの FCoE接続はサポートされていません。

• FCoE VLANはマルチスパニングツリー（MST）をサポートしていません。FCoE VLAN
のMSTインスタンスを作成すると、SANトラフィックが中断される可能性があります。

仮想インターフェイスは、管理状態がダウンに設定された状態で作成されます。仮想インター

フェイスを動作させるためには、管理状態を明示的に設定する必要があります。

（注）

FCoE NPVの設定に関する注意事項および制約事項
FCoE NPVの設定時の注意事項および制約事項は、次のとおりです。

• N9K-X9732C-EXおよび N9K-X9736C-FXラインカードの FCoE NPVは、ファブリックモ
ジュール N9K-C9508-FM-Eまたは N9K-C9504-FM-Eでのみサポートされます。

• FCoE NPVをイネーブルにするには、以下の作業が必要です。

• feature lldpを使用した LLDP機能の有効化。LLDPはデフォルトで有効化されていま
す。

• FCOE_NPVライセンスをダウンロードしてインストールします。

• install feature-set fcoe-npvを使用した FCoE-NPV機能セットのインストールコマンド
を使用して、FCoE機能セットをインストールします。

• feature-set fcoe-npvを使用した FCoE-NPV機能セットの有効化コマンドを使用して、
NPV機能セットをイネーブルにします。既存の FCoE機能が有効になっている場合
は、スイッチをリロードする必要があります。

•ファイバチャネル Nポート仮想化（NPV）は、異なるファブリックアップリンク上の
VXLANと共存できますが、Cisco Nexus 93180YC-FX、N9K-C9336C-FX2-E,および
N9k-C93360YC-FX2スイッチの同じまたは異なる前面パネルポート上にあります。FCOE
NPVが RPMとしてインストールされている場合、詳細については『Cisco Nexus 9000
Series NX-OS Software Upgrade and Downgrade Guide』を参照してください。

• Cisco NX-OSリリース 10.2(2)F以降、FCoE NPVは Cisco N9K-C9336C-FX2-Eプラット
フォームスイッチをサポートします。
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•ポートチャネルの最初の動作ポート（非 lacp）は、削除する前にシャットダウンする必要
があります。そうしないと、そのポートチャネルの vfc-poバインディングがダウンする
可能性があります。

• FCoE NPVが機能するためには、TCAM予約を行う必要があります（QoSの構成による
no-dropのサポート（14ページ）で説明します）。

• internal キーワードが付いている show コマンドはサポートされていません。

• FCoE NPVでは、サーバの FLOGIが FDISCに変換されません。

• FCoENPVは、イーサネットインターフェイス、ポートチャネル、またはブレイクアウト
インターフェイスにバインドされている VFCポートをサポートします。

• FCoE NPVでは、ネストされた NPVはサポートされません。

• FCoE NPVは FLOGI/FDISC（ネストされた NPIV）をサポートします。

• FCOEは、銅線 SFPではサポートされていません。

• 1つのポートからの複数の FLOGIをサポートするには、FDISCの後に FLOGIを続けて送
信するホストまたはサーバに対応するように、NPIV機能セットをイネーブル化する必要
があります。

次に、NPIV機能をイネーブルおよびディセーブルにし、そのステータスを表示するコマ
ンドの例を示します。

•
switch(config)# feature npiv
switch# show feature | include npiv
npiv 1 enabled
switch#

•
switch# show npv status

npiv is enabled

disruptive load balancing is disabled

External Interfaces:
====================
Interface: vfc-po100, State: Trunking

VSAN: 1, State: Waiting For VSAN Up
VSAN: 2, State: Up
VSAN: 3, State: Up, FCID: 0x040000

Interface: vfc1/49, State: Down

Number of External Interfaces: 2

•
switch(config)# no feature npiv
switch# show feature | include npiv
npiv 1 disabled
switch#
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FC/FCoEの構成

TCAMカービングの実行
ここでは、TCAMカービングの実行方法について説明します。
switch(config)# feature-set fcoe-npv

fcoe-npvが完全に機能するように、次を設定します（まだ設定されていない場合）。

• hardware access-list tcam region ing-redirect 256

• 256は、FC/FCoEの ing-redirectリージョンに必要な最小 tcamスペースです。

必要な tcamスペースが使用できない場合は、次のコマンドを使用して ing-raclリージョンを縮
小できます。

• hardware access-list tcam region ing-racl 1536

「show hardware access-list tcam region」：現在の tcam
の構成を確認するためにこのコマンドを使用します。

（注）

手順の概要

1. TCAMカービングを実行します。
2. 設定されたTCAMリージョンサイズを確認するには、show hardware access-list tcam region
コマンドを使用します。

3. 構成を保存し、コマンド reloadを使用して、スイッチをリロードします。

手順の詳細

ステップ 1 TCAMカービングを実行します。

例：

Switch(config)# hardware access-list tcam region ing-racl 1536
Switch(config)# hardware access-list tcam region ing-ifacl 256

ステップ 2 設定された TCAMリージョンサイズを確認するには、show hardware access-list tcam regionコマンドを使
用します。

例：

Switch(config)# show hardware access-list tcam region
Switch(config)#

FCoE NPVの設定
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ステップ 3 構成を保存し、コマンド reloadを使用して、スイッチをリロードします。

例：

Switch(config)# reload
Switch(config)#

次のタスク

TCAMのカービング後には、スイッチをリロードする必要があります。

LLDPの設定
ここでは、LLDPの設定方法について説明します。

手順の概要

1. configure terminal
2. [no] feature lldp

手順の詳細

ステップ 1 configure terminal

グローバルコンフィギュレーションモードを開始します。

ステップ 2 [no] feature lldp

デバイス上でLLDPをイネーブルまたはディセーブルにします。LLDPはデフォルトでディセーブルです。

QoSの設定

デフォルトQoSの設定
FCoEのデフォルトポリシーには、ネットワーク QoS、出力キューイング、入力キューイン
グ、QoSの4種類があります。FCoEデフォルトポリシーを有効にするには、feature-set fcoe-npv
コマンドを使用して FCoE NPV機能を有効にします。デフォルトの QoS入力ポリシーである
default-fcoe-in-policyは、すべてのFCおよびSANポートチャネルインターフェイスに暗黙的
に付加され、FCから FCoEへのトラフィックを可能にします。これは、show interface {fc
slot/port | san-port-channel <no>} allを使用して確認できます。デフォルトの QoSポリシーは、
すべての FCおよび FCoEトラフィックに CoS3および Q1を使用します。

FCoE NPVの設定
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ユーザー定義の QoSの構成
FCoEトラフィックに別のキューまたは CoS値を使用するには、ユーザー定義のポリシーを作
成します。トラフィックが異なるキューまたはCoSを使用できるようにするには、ユーザー定
義の QoS入力ポリシーを作成し、FCインターフェイスと FCoEインターフェイスの両方に明
示的にアタッチする必要があります。ユーザー定義の QoSポリシーを作成し、システム全体
の QoSに対してアクティブにする必要があります。

次の例は、すべての FCおよび FCoEトラフィックに CoS3および Q2を使用するユーザー定義
の QoSポリシーを設定し、アクティブにする方法を示しています。

•ユーザー定義のネットワーク QoSポリシーの設定：

switch(config)# policy-map type network-qos fcoe_nq
switch(config-pmap-nqos)# class type network-qos c-nq1
switch(config-pmap-nqos-c)# mtu 1500
switch(config-pmap-nqos-c)# class type network-qos c-nq2
switch(config-pmap-nqos-c)# mtu 9216
switch(config-pmap-nqos-c)# pause pfc-cos 3
switch(config-pmap-nqos-c)# class type network-qos c-nq3
switch(config-pmap-nqos-c)# mtu 1500
switch(config-pmap-nqos-c)# class type network-qos c-nq-default
switch(config-pmap-nqos-c)# mtu 1500
switch(config-pmap-nqos-c)# exit
switch(config-pmap-nqos)# exit
switch(config)#

•ユーザー定義の入力キューイングポリシーの作成：
switch(config)# policy-map type queuing fcoe-in-policy
switch(config-pmap-que)# class type queuing c-in-q2
switch(config-pmap-c-que)# bandwidth percent 50
switch(config-pmap-c-que)# class type queuing c-in-q-default
switch(config-pmap-c-que)# bandwidth percent 50
switch(config-pmap-c-que)# exit
switch(config-pmap-que)# exit
switch(config)

•ユーザー定義の出力キューイングポリシーの作成：
switch(config)# policy-map type queuing fcoe-out-policy
switch(config-pmap-que)# class type queuing c-out-q3
switch(config-pmap-c-que)# priority level 1
switch(config-pmap-c-que)# class type queuing c-out-q-default
switch(config-pmap-c-que)# bandwidth remaining percent 50
switch(config-pmap-c-que)# class type queuing c-out-q1
switch(config-pmap-c-que)# bandwidth remaining percent 0
switch(config-pmap-c-que)# class type queuing c-out-q2
switch(config-pmap-c-que)# bandwidth remaining percent 50
switch(config-pmap-c-que)# exit
switch(config-pmap-que)# exit
switch(config)#

•ユーザー定義の QoS入力ポリシーの作成：

switch(config)# class-map type qos match-any fcoe
switch(config-cmap-qos)# match protocol fcoe

FCoE NPVの設定
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switch(config-cmap-qos)# match cos 3
switch(config-cmap-qos)# exit
switch(config)#
switch(config)# policy-map type qos fcoe_qos_policy
switch(config-pmap-qos)# class fcoe
switch(config-pmap-c-qos)# set cos 3
switch(config-pmap-c-qos)# set qos-group 2
switch(config-pmap-c-qos)# exit
switch(config-pmap-qos)# exit
switch(config)#

•ユーザー定義のシステム QoSポリシーのアクティブ化：
switch(config)# system qos
switch(config-sys-qos)# service-policy type queuing input fcoe-in-policy
switch(config-sys-qos)# service-policy type queuing output fcoe-out-policy
switch(config-sys-qos)# service-policy type network-qos fcoe_nq
switch(config-sys-qos)# exit
switch(config)#

• FCまたは FCoEインターフェイスへの QoS入力ポリシーの適用：

switch# conf
switch(config)# interface fc <slot>/<port> | ethernet <slot>/<port> | san-port-channel
<no> | port-channel <no>
switch(config-if)# service-policy type qos input fcoe_qos_policy

• FCまたは FCoEインターフェイスからの QoS入力ポリシーの削除：

switch# conf
switch(config)# interface fc <slot>/<port> | ethernet <slot>/<port> | san-port-channel
<no> | port-channel <no>
switch(config-if)# no service-policy type qos input fcoe_qos_policy

• FCまたは FCoEインターフェイスに適用される QoS入力ポリシーの確認：

switch# show running-config interface fc <slot>/<port> | interface <slot>/<port> |
san-port-channel <no> | port-channel <no> all

•ユーザー定義の QoSポリシーを使用する場合、同じ QoS入力ポリシーをスイッチ内のす
べての FCおよび FCoEインターフェイスに適用する必要があります。

• FCoEトラフィックは単一の CoSでのみサポートされるため、複数の QoSクラスマップ
で match protocol fcoeを設定しないでください。

（注）

トラフィックシェーピングの設定

トラフィックシェーピングにより、使用可能な帯域幅へのアクセスの制御、および送信された

トラフィックがリモートのターゲットインターフェイスのアクセス速度を超える場合に発生す

る輻輳を回避するために、トラフィックのフローを規制できます。トラフィックシェーピング

はデータの伝送レートを制限するため、このコマンドは必要な場合にのみ使用できます。

FCoE NPVの設定
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次の例は、トラフィックシェーパーの構成方法を示しています。

•次のコマンドは、すべての FCインターフェイスのデフォルトのシステムレベル設定を表
示します。

switch(config)# show running-config all | i i rate
hardware qos fc rate-shaper
switch(config)#

•次の例は、レートシェーパーの構成方法を示しています。このコマンドは、すべての FC
インターフェイスに適用されます。

まれに、4G、8G、16G、または32Gインターフェイス
のいずれかで入力廃棄が発生することがあります。レー

トシェープを設定するには、hardware qos fc rate-shaper
[low]コマンドを使用します。これはシステムレベル
の設定であるため、すべての FCポートに適用され、
すべての FCポートのレートが低下します。hardware
qos fc rate-shaperコマンドのデフォルトオプションは、
すべての FCインターフェイスに適用できます。

（注）

switch(config)# hardware qos fc rate-shaper low
switch(config)#
switch(config)#end

QoSの構成による no-dropのサポート
ingress FCoEフレームをマークするには、qos ingressポリシーが使用されます。qos ingressポリ
シーは、FCoEトラフィックを処理するインターフェイスに適用する必要があります（vFCに
バインドされるすべてのイーサネット/ポートチャネルインターフェイスなど）。

FCoE NPVの設定
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ポートの qos領域用に、ハードウェアの TCAMスペースが予約されていることを確認してく
ださい。

この手順は、FCoE NPVが機能するために必須です。

•ポートの qos領域用に、TCAMスペースを予約します。

他の領域用に予約されたTCAMスペースを取得しなければならない場合もあります（l3qos
領域など）。

•設定を保存します。

•ラインカードまたはスイッチをリロードします。

•ポート qos領域の TCAMスペースを確認します。

• N9K-C93180YC-EX、N9K-C93180YC-FX、N9K-C93360YC-FX2、またはN9K-C93336Y-FX2
でのTCAMカービングの例：
hardware access-list tcam region ing-racl 1536
hardware access-list tcam region ing-redirect 256

例：

switch# show hardware access-list tcam region | i "IPV4 Port QoS \[qos\] size"
IPV4 Port QoS [qos] size = 0 /*** Value is 0; No reserved TCAM space.***/

switch# config
switch(config)# hardware access-list tcam region qos 256

Warning: Please reload all linecards for the configuration to take effect

switch# copy running-config startup-config

switch# reload

switch# show hardware access-list tcam region | i "IPV4 Port QoS \[qos\] size"
IPV4 Port QoS [qos] size = 256

（注）

FCoE QoSポリシーの設定

• FCoEのデフォルトポリシーには、network-qos、output queuing、input queuing、および qos
の 4種類があります。

• FCoEデフォルトポリシーをアクティブにするには、feature-set fcoe-npvコマンドを使用
して FCoE-NPV機能を有効にし、no feature-set fcoe-npvコマンドを実行して FCoEデフォ
ルトポリシーを削除します。

• no feature-set fcoe-npvを入力する前に、インターフェイスおよびシステムレベルからすべ
ての FCoEポリシーを削除します。no feature-set fcoe-npvコマンドは、FCポートが設定
されていない場合にのみ使用できます。

FCoE NPVの設定
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FCoEのデフォルトポリシーを使用することを推奨し
ます。適用されるすべてのポリシーは、同じタイプ（4q
または8qモード）である必要があり、システムおよび
インターフェイスレベルで明示的に適用または削除す

る必要があります。

（注）

• FCoEに対して有効化された active-active FEXトポロジの QoSポリシーを構成するとき、
予期せぬ結果を避けるために、両方の VPCピアの FEX HIFポートで QoSポリシーを構成
しなければなりません。

• FCoEトラフィックに異なるキューまたはcos値を使用するには、ユーザー定義のポリシー
を作成します。

FCoEの QoSポリシーの設定

•これらの方法の 1つに従って QoSポリシーを設定できます。

•定義済みポリシー：要件に合わせて事前定義されたネットワーク QoSポリシー
（default-fcoe-in-policy）を適用できます。

デフォルトでは、FCoEに適用されるポリシーはあ
りません。

（注）

•ユーザー定義のポリシー：システム定義ポリシーの1つに準拠するQoSポリシーを作
成できます。

システム全体の QoSポリシーの設定

FCoEトラフィックを伝送するすべてのインターフェイスについて、ネットワーク QoSポリ
シーと出力/入力キューイングポリシーをシステムレベルで適用し、qosポリシーをインター
フェイスレベルで適用する必要があります。

（注）

switch(config)# system qos
switch(config-sys-qos)# service-policy type queuing input default-fcoe-in-que-policy
switch(config-sys-qos)# service-policy type queuing output { default-fcoe-8q-out-policy
| default-fcoe-out-policy }
switch(config-sys-qos)# service-policy type network-qos { default-fcoe-8q-nq-policy |
default-fcoe-nq-policy }

ユーザー定義ポリシーの設定例

switch(config)# policy-map type network-qos fcoe_nq
switch(config-pmap-nqos)# class type network-qos c-nq1

FCoE NPVの設定
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switch(config-pmap-nqos-c)# pause pfc-cos 3
switch(config-pmap-nqos-c)# mtu 9216
switch(config-pmap-nqos-c)# class type network-qos c-nq2
switch(config-pmap-nqos-c)# mtu 1500
switch(config-pmap-nqos-c)# class type network-qos c-nq3
switch(config-pmap-nqos-c)# mtu 1500
switch(config-pmap-nqos-c)# class type network-qos c-nq-default
switch(config-pmap-nqos-c)# mtu 1500
switch(config-pmap-nqos-c)# exit
switch(config-pmap-nqos)# exit
switch(config)#
switch(config)# policy-map type queuing fcoe-in-policy
switch(config-pmap-que)# class type queuing c-in-q1
switch(config-pmap-c-que)# bandwidth percent 50
switch(config-pmap-c-que)# class type queuing c-in-q-default
switch(config-pmap-c-que)# bandwidth percent 50
switch(config-pmap-c-que)# exit
switch(config)
switch(config)# policy-map type queuing fcoe-out-policy
switch(config-pmap-que)# class type queuing c-out-q3
switch(config-pmap-c-que)# priority level 1
switch(config-pmap-c-que)# class type queuing c-out-q-default
switch(config-pmap-c-que)# bandwidth remaining percent 50
switch(config-pmap-c-que)# class type queuing c-out-q1
switch(config-pmap-c-que)# bandwidth remaining percent 50
switch(config-pmap-c-que)# class type queuing c-out-q2
switch(config-pmap-c-que)# bandwidth remaining percent 0
switch(config-pmap-c-que)# exit
switch(config)#
switch(config)# class-map type qos match-any fcoe
switch(config-cmap-qos)# match protocol fcoe
switch(config-cmap-qos)# match cos 3
switch(config-cmap-qos)# exit
switch(config)#
switch(config)# policy-map type qos fcoe_qos_policy
switch(config-pmap-qos)# class fcoe
switch(config-pmap-c-qos)# set cos 3
switch(config-pmap-c-qos)# set qos-group 1
switch(config-pmap-c-qos)# exit
switch(config-pmap-qos)# exit
switch(config)#
switch(config)# system qos
switch(config-sys-qos)# service-policy type queuing input fcoe-in-policy
switch(config-sys-qos)# service-policy type queuing output fcoe-out-policy
switch(config-sys-qos)# service-policy type network-qos fcoe_nq

QOSポリシーでの set cos 3コマンドは、ネイティブファイバチャネルポートがある場合にのみ
必須で、N9K-C93180YC-FX、N9K-C9336C-FX2-E、およびN9k-C93360YC-FX2プラットフォー
ムにのみ適用されます。他のすべてのCisco Nexus 9000プラットフォームスイッチでは、この
手順はオプションです。

（注）
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FEXが接続されている場合：

•システムレベルおよびHIFポートにQoSポリシーを適用して、FCoEトラフィックのポー
ズフレームを受け入れます。

• FEXがオンラインの場合、8qポリシーはサポートされません。

switch(config)# system qos
switch(config-sys-qos)# service-policy type queuing input policy-name
switch(config-sys-qos)# service-policy type queuing output policy-name
switch(config-sys-qos)# service-policy type network-qos policy-name
switch(config-sys-qos)# service-policy type qos input policy-name

（注）

FCoEの VFCインターフェイスにバインドされている個々のイーサネット/ポートチャネルイ
ンターフェイスに対し、ingress QoSポリシーを適用します。

switch(config)# interface ethernet 2/1
switch(config-if)# switchport mode trunk
switch(config-if)# mtu 9216 /* Or maximum allowed value */
switch(config-if)# service-policy type qos input { default-fcoe-in-policy | fcoe_qos_policy
}
switch(config-if)# exit
switch(config)#

QoSポリシーは、HIFインターフェイスまたは HIFインターフェイスのポートチャネルにア
タッチする必要があります。

• HIFインターフェイス

interface "HIF port"
service-policy type qos input policy-name

• HIFインターフェイスのポートチャネル

interface port-channel
service-policy type qos input policy-name

（注）

FCoE NPVの設定

VLAN-VSANマッピングの設定
VLANと VSANが必要となりますが、VSANは VLANにマッピングする必要があります。

FCoE NPVの設定
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1つの VLANは 1つの VSANにだけマッピングでき、その逆も同様です。この VSANを、F
および NP vFCインターフェイスに追加できます（後述）。

• VSANの作成例：

switch(config)#
switch(config)# vsan database
switch(config-vsan-db)# vsan 10
switch(config-vsan-db)#

• VSANを設定し、FCoE VLANにバインドする例：

switch(config)# vlan 10
switch(config-vlan)# fcoe vsan 10
switch(config-vlan)# exit
switch(config)#

VFCのMACアドレスへのバインド
MACアドレスバインド vFCは、デバイスインターフェイスでも作成できます。

MACバウンド vFCは、FIPスヌーピングブリッジ（FSB）の背後にあるホストに設定できま
す。

MACバウンド vFCとポートバウンド vFCの両方が同じインターフェイスに設定されている場
合、ポートバウンド vFCが優先されます。

ベストプラクティスとして、物理イーサネットポートまたはポートチャネル用にMACバウ
ンド vFCまたはポートバウンド vFCのいずれかを用意する必要があります。しかし、両方を
もつことはできません。

（注）

手順の概要

1. configure terminal
2. interface vfc <number>
3. bind mac-address <mac-address>

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

グローバル設定モードを開始します。configure terminalステップ 1

仮想ファイバチャネルインターフェイスを作成し

ます。

interface vfc <number>ステップ 2

MACアドレスをマインドします。bind mac-address <mac-address>ステップ 3

FCoE NPVの設定
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例

次の例は、MACアドレスに仮想ファイバチャネルインターフェイスをバインドする
方法を示したものです。

switch# configure terminal
switch(config)# interface vfc 2
switch(config-if)# bind mac-address 00:0a:00:00:00:36

明示的な vFCの構成
明示的なvFCインターフェイスは、バインドされたイーサネット/ポートチャネルインターフェ
イスが明示的に設定された vFCインターフェイスです。（インターフェイス IDの範囲は 1～
8912）。

vFCのポート VSANとイーサネットポートのネイティブ VLANは、VLAN-VSANマッピング
で相互にマッピングしないでください。これにより、FCoEパスが完全に切断されます。

（注）

•イーサネットインターフェイスにバインドされた明示的 vFCの例：

switch# configure terminal
switch(config)# interface vfc 21
switch(config-if)# bind interface ethernet 2/1

•ポートチャネルインターフェイスにバインドされた明示的 vFCの例：

switch# configure terminal
switch(config)# interface vfc 100
switch(config-if)# bind interface port-channel 100

•ブレイクアウトポートにバインドされた明示的 vFCの例：

switch# configure terminal
switch(config)# interface vfc 111
switch(config-if)# bind interface ethernet 1/1/1

•明示的 vFCを使用した NPインターフェイスの設定例：

switch# configure terminal
switch(config)# interface vfc21
switch(config-if)# switchport mode NP
switch(config-if)# switchport trunk allowed vsan 10 /* optional; for restricting
VSANs */

•明示的にバインドされたポートチャネルを使用した NPインターフェイスの設定例：

FCoE NPVの設定
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switch# configure terminal
switch(config)# interface vfc152
switch(config-if)# bind interface port-channel152
switch(config-if)# switchport mode NP
switch(config-if)# switchport trunk allowed vsan 2
switch(config-if)# switchport trunk mode on
switch(config-if)# no shutdown

•明示的 vFCを使用した Fインターフェイスの設定例：

switch# configure terminal
switch(config)# interface vfc15
switch(config-if)# bind interface ethernet 1/5
switch(config-if)# switchport mode F /* Default mode is F */
switch(config-if)# switchport trunk allowed vsan 10
switch (config-if)# exit
switch (config)# vsan database
switch(config-vsan-db)# vsan 10 interface vfc15
switch(config-vsan-db)# exit

暗黙の vFCの構成
暗黙的な vFCインターフェイスは、slot/port、unit/slot/port、または port-channelidという形式
の IDを備えた VFCインターフェイスです。この vFCを作成すると、イーサネットインター
フェイス slot/port、unit/slot/port、または port-channelidが、インターフェイスに自動的（暗黙
的）にバインドされます。実行中の構成には、バインドされたイーサネットインターフェイ

ス/ポートチャネルインターフェイスが表示されます。イーサネット/ポートチャネルインター
フェイスが存在しない場合、または明示的な別のvFCインターフェイスにバインドされている
場合は、vFCの作成は失敗し、エラーが表示されます。

• vFCのポート VSANとイーサネットポートのネイティブ VLANは、VLAN-VSANマッピ
ングで相互にマッピングしないでください。FCoEパスを完全に中断します。

• vDCがCisco DCNM（Data Center NetworkManager）を介して作成されると、vFCインター
フェイスはVSAN4094（分離）になります。vFCがCLIを介して作成されると、vFCイン
ターフェイスは VSAN 1になります。vFCが VSAN 4094に到達すると、それを起動でき
ないため、Cisco DCNMを介して暗黙的vFCを設定する前に、イーサネットインターフェ
イスを起動する必要があります。

（注）

•イーサネットインターフェイスにバインドされた暗黙的 vFCの例：

switch# configure terminal
switch(config)# interface vfc 2/1

•ポートチャネルインターフェイスにバインドされた暗黙的 vFCの例：

switch# configure terminal
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switch(config)# interface vfc-port-channel 100

•ブレイクアウトポートにバインドされた暗黙的 vFCの例：

switch# configure terminal
switch(config)# interface vfc 1/1/1

•暗黙的 vFCを使用した NPインターフェイスの設定例：

switch# configure terminal
switch(config)# interface vfc1/1/1
switch(config-if)# switchport mode NP
switch(config-if)# switchport trunk allowed vsan 10 /* optional; for restricting
VSANs */

•暗黙的 vFCを使用した Fインターフェイスの設定例：

switch# configure terminal
switch(config)# interface vfc1/1/1
switch(config-if)# switchport mode F /* Default mode is F */
switch(config-if)# switchport trunk allowed vsan 10
switch (config-if)# exit
switch (config)# vsan database
switch(config-vsan-db)# vsan 10 interface vfc1/1/1
switch(config-vsan-db)# exit

FCoE NPVコアスイッチの設定
FCoE NPVコアスイッチを設定するには、次の手順を実行します。

手順の概要

1. configure terminal

2. （任意） switchto vdc vdc-name

3. feature npiv

4. （任意） feature fport-channel-trunk
5. interface ethernet slot/port

6. switchport
7. no switchport
8. switchport mode trunk
9. mtu 9216
10. service-policy type {network-qos | qos | queuing} [input | output] fcoe default policy-name

11. exit
12. interface vfc vfc-id

13. switchport mode f
14. bind interface ethernet slot/port

15. exit
16. vsan database
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17. vsan vsan-id

18. vsan vsan-id interface vfc vfc-id

19. exit
20. vlan vlan-id

21. fcoe vsan vsan-id

22. exit

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

コンフィギュレーションモードに入ります。configure terminalステップ 1

ストレージ VDCに切り替えます。（任意） switchto vdc vdc-nameステップ 2

この手順は、Cisco Nexus 7000シリーズ
スイッチをコアスイッチとして使用する

場合にのみ必要です。

（注）

NPIVを有効にします。feature npivステップ 3

Fポートチャネルトランキングを有効にします。（任意） feature fport-channel-trunkステップ 4

インターフェイス設定モードを開始します。interface ethernet slot/portステップ 5

インターフェイスをレイヤ2インターフェイスとし
て設定し、このインターフェイス上のレイヤ3固有
の設定を削除します。

switchportステップ 6

インターフェイスをレイヤ3インターフェイスとし
て設定し、このインターフェイス上のレイヤ2固有
の設定を削除します。

no switchportステップ 7

物理インターフェイスモードをトランクに設定し

ます。

switchport mode trunkステップ 8

MTUを9216として設定します。MTUを9216または
最大許容MTUサイズとして設定する必要がありま
す。

mtu 9216ステップ 9

この手順は、Cisco Nexus
N9K-C93180YC-FX、N9K-C9336C-FX2-E、
または N9K-C93360YC-FX2スイッチをコ
アスイッチとして使用する場合にのみ必

要です。

（注）

ポートのQoSポリシーを no dropポリシーに指定し
ます。

service-policy type {network-qos | qos | queuing}
[input | output] fcoe default policy-name

ステップ 10

FCoE NPVの設定
23

FCoE NPVの設定

FCoE NPVコアスイッチの設定



目的コマンドまたはアクション

この手順は、Cisco Nexus
N9K-C93180YC-FX、N9K-C9336C-FX2-E、
または N9K-C93360YC-FX2スイッチをコ
アスイッチとして使用する場合にのみ必

要です。

（注）

インターフェイスモードを終了します。exitステップ 11

インターフェイスコンフィギュレーションモード

を開始します。

interface vfc vfc-idステップ 12

vFCポートモードを VFに設定します。switchport mode fステップ 13

イーサネットインターフェイスを vFCにバインド
します。

bind interface ethernet slot/portステップ 14

bind interface ethernetコマンドは、暗黙
的 vFCの設定には必要ありません。

重要

インターフェイスコンフィギュレーションモード

を終了します。

exitステップ 15

VSANコンフィギュレーションモードを開始しま
す。

vsan databaseステップ 16

VSANを作成します。vsan vsan-idステップ 17

vFCを VSANに追加します。vsan vsan-id interface vfc vfc-idステップ 18

VSANコンフィギュレーションモードを終了しま
す。

exitステップ 19

VLANコンフィギュレーションモードを開始しま
す。

vlan vlan-idステップ 20

FCoEVLANを作成し、FCoEVLANをVSANにマッ
ピングします。

fcoe vsan vsan-idステップ 21

VLANコンフィギュレーションモードを終了しま
す。

exitステップ 22

FCoE NPVエッジスイッチの設定
FCoE NPVエッジスイッチを設定するには、次の手順を実行します。
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手順の概要

1. install feature-set fcoe-npv
2. feature-set fcoe-npv
3. [no] feature lldp
4. vsan database
5. vsan vsan-id

6. exit
7. vlan vlan-id

8. fcoe vsan vsan-id

9. exit
10. interface ethernet slot/port

11. switchport
12. switchport mode trunk
13. mtu 9216
14. service-policy type {network-qos | qos | queuing} [input | output] fcoe default policy-name

15. exit
16. interface vfc vfc-id

17. switchport mode NP
18. bind interface ethernet slot/port

19. exit
20. interface ethernet slot/port

21. switchport
22. switchport mode trunk
23. mtu 9216
24. service-policy type {network-qos | qos | queuing} [input | output] fcoe default policy-name

25. exit
26. interface vfc vfc-id

27. switchport mode f
28. switchport trunk mode on
29. switchport trunk allowed vsan vsan-id

30. bind interface ethernet slot/port

31. no shutdown
32. exit
33. vsan database
34. vsan vsan-id interface vfc vfc-id

35. vsan vsan-id interface vfc vfc-id

36. exit

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

FCoE NPVをインストールします。install feature-set fcoe-npvステップ 1

FCoE NPVをイネーブルにします。feature-set fcoe-npvステップ 2
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目的コマンドまたはアクション

Cisco NX-OS 7.0(3) I 4(1)以降のリリース
に対して FCoE NPVをイネーブル化する
場合は、FCoE VLANごとに以下の BLM
設定が必要となります。

LEARN_DISABLE=1
L2_NON_UCAST_DROP=1
L2_MISS_DROP=1

•イーサネット VLANには、このよう
な BCM設定は不要です。

（注）

デバイス上でLLDPをイネーブルまたはディセーブ
ルにします。LLDPはデフォルトでディセーブルで
す。

[no] feature lldpステップ 3

VSANコンフィギュレーションモードを開始しま
す。

vsan databaseステップ 4

VSANを作成します。vsan vsan-idステップ 5

VSANコンフィギュレーションモードを終了しま
す。

exitステップ 6

VLAN構成モードを開始し、VLANを作成します。vlan vlan-idステップ 7

FCoE VLANを VSANにマッピングします。fcoe vsan vsan-idステップ 8

VLANコンフィギュレーションモードを終了しま
す。

exitステップ 9

インターフェイス設定モードを開始します。interface ethernet slot/portステップ 10

レイヤ3モードになっているインターフェイスをレ
イヤ2設定用のレイヤ2モードに配置するには、イ

switchportステップ 11

ンターフェイスコンフィギュレーションモードで

switchportコマンドを使用します。インターフェイ
スをレイヤ3モードに配置するには、このコマンド
の no形式を使用します。

スイッチ側の物理インターフェイスをトランクモー

ドに設定します。

switchport mode trunkステップ 12

MTUを 9216として構成します。MTUを 9216また
は最大許容MTUサイズとして構成する必要があり
ます。

mtu 9216ステップ 13
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目的コマンドまたはアクション

ポートの QoSポリシーをドロップなしポリシーに
指定します。

service-policy type {network-qos | qos | queuing}
[input | output] fcoe default policy-name

ステップ 14

インターフェイスコンフィギュレーションモード

を終了します。

exitステップ 15

インターフェイスコンフィギュレーションモード

を開始します。

interface vfc vfc-idステップ 16

vFCポートモードを VNPをセットします。switchport mode NPステップ 17

イーサネットインターフェイスを vFCにバインド
します。

bind interface ethernet slot/portステップ 18

bind interface ethernetコマンドは、暗黙
的 vFCの設定には必要ありません。

重要

インターフェイスコンフィギュレーションモード

を終了します。

exitステップ 19

インターフェイス設定モードを開始します。interface ethernet slot/portステップ 20

レイヤ3モードになっているインターフェイスをレ
イヤ2設定用のレイヤ2モードに配置するには、イ

switchportステップ 21

ンターフェイスコンフィギュレーションモードで

switchportコマンドを使用します。インターフェイ
スをレイヤ3モードに配置するには、このコマンド
の no形式を使用します。

サーバ側の物理インターフェイスをトランクモー

ドに設定します。

switchport mode trunkステップ 22

MTUを 9216として構成します。mtu 9216ステップ 23

デフォルトの FCoEポリシーマップをシステムの
サービスポリシーとして使用するよう指定します。

service-policy type {network-qos | qos | queuing}
[input | output] fcoe default policy-name

ステップ 24

インターフェイスコンフィギュレーションモード

を終了します。

exitステップ 25

インターフェイスコンフィギュレーションモード

を開始します。

interface vfc vfc-idステップ 26

ファイバチャネルインターフェイスでモードを F
に設定します。

switchport mode fステップ 27

サーバ側の物理インターフェイスをトランクモー

ドに設定します。

switchport trunk mode onステップ 28
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目的コマンドまたはアクション

VSAN100を許可するようにvFCポートを設定しま
す。

switchport trunk allowed vsan vsan-idステップ 29

イーサネットインターフェイスを vFCにバインド
します。

bind interface ethernet slot/portステップ 30

bind interface ethernetコマンドは、暗黙
的 vFCの設定には必要ありません。

重要

ファイバチャネルインターフェイスをアクティブ

に維持します。

no shutdownステップ 31

インターフェイスコンフィギュレーションモード

を終了します。

exitステップ 32

VSANコンフィギュレーションモードを開始しま
す。

vsan databaseステップ 33

VSAN vsan-idポートを VFポートに追加します。vsan vsan-id interface vfc vfc-idステップ 34

VNPポートを VSAN vsan-idに追加します。vsan vsan-id interface vfc vfc-idステップ 35

この手順は任意です。デフォルトのVSAN
ポートは 1であり、VNPポートに適して
います。

（注）

VSANコンフィギュレーションモードを終了しま
す。

exitステップ 36

ポーズフレームタイムアウト値の設定

ポートのポーズフレームタイムアウト値をイネーブルまたはディセーブルにできます。シス

テムは一時停止状態についてポートを定期的にチェックし、ポートが設定された期間に継続的

な一時停止状態にある場合は、ポートのポーズフレームタイムアウトをイネーブルにします。

この状況は、出力でドロップされるポートに接続するすべてのフレームで発生します。この機

能により ISLリンクのバッファ領域が空になり、同じリンクを使用する他の無関係のフロー上
のファブリックの減速と輻輳を軽減できます。
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ポーズフレームタイムアウト値の設定は、次のスイッチおよびラインカードでサポートされ

ています。

• N9K-C93360YC-FX2

• N9K-C93180YC-EX

• N9K-C93180YC-FX

• N9K-C93180LC-EX

• N9K-X9732C-EXラインカード

• N9K-X9736C-FXラインカード

• N9K-C9336C-FX2-E

（注）

一時停止状態がポートでクリアされたりポートがフラップすると、システムはその特定のポー

ト上のポーズフレームタイムアウトをディセーブルにします。

ポーズフレームタイムアウトはデフォルトでディセーブルになっています。ISLに対してはデ
フォルト設定を保持し、エッジポートに対してはデフォルト値を超えない値を設定することを

推奨します。

低速ドレインデバイスの動作から迅速にリカバリするには、ポーズフレームタイムアウト値

を設定する必要があります。それは、フレームが輻輳したタイムアウトのスイッチにあるかど

うかにかかわらず、低速ドレインに直面しているエッジポート内のすべてのフレームがドロッ

プされるためです。このプロセスにより、ISL内の輻輳がすぐにクリアされます。

エッジポートでポーズフレームタイムアウト値を無効にするには、no system default interface
pause mode edgeコマンドを使用します。デフォルトのポーズタイムアウト値は 500ミリ秒で
す。

手順の概要

1. switch# configure terminal
2. switch# system default interface pause timeout milliseconds mode edge
3. switch# system default interface pause mode edge
4. switch# no system default interface pause timeout milliseconds mode edge
5. switch# no system default interface pause mode edge

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

グローバルコンフィギュレーションモードを開始

します。

switch# configure terminalステップ 1
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目的コマンドまたはアクション

デバイスに対する新しいポーズフレームタイムア

ウト値（ミリ秒）およびポートモードを設定しま

す。

switch# system default interface pause timeout
milliseconds mode edge

ステップ 2

タイムアウト値は100の倍数で指定します
（範囲は 100〜500）。

（注）

The system default interface pause timeout
milliseconds mode coreコマンドはサポート
されていません。

（注）

デバイスに対するデフォルトのポーズフレームタ

イムアウト値（ミリ秒）およびポートモードを設定

します。

switch# system default interface pause mode edgeステップ 3

system default interface pause milliseconds
mode edgeコマンドのみがサポートされま
す。

system default interface pause milliseconds
mode coreコマンドはサポートされていま
せん。

（注）

デバイスに対するポーズフレームタイムアウトを

ディセーブルにします。

switch# no system default interface pause timeout
milliseconds mode edge

ステップ 4

デバイスに対するデフォルトのポーズフレームタ

イムアウトをディセーブルにします。

switch# no system default interface pause mode edgeステップ 5

例

次に、ポーズフレームタイムアウト値を設定する例を示します。

switch# configure terminal
switch(config)# system default interface pause timeout 500 mode edge
switch(config)# system default interface pause mode edge
switch(config)# no system default interface pause timeout 500 mode edge
switch(config)# no system default interface pause mode edge
switch(config)# end

次の例は、ポーズフレームタイムアウトの詳細情報を表示する方法を示します。

switch#(config-if)# attach module 1
module-1# sh creditmon interface ethernet 1/35

Ethernet1/35: PORT is EDGE, xoff_hits=2
flush-status : OFF
total_xoff_hits : 2
(cntr) pause frames : 832502
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(cntr) pause quanta : 1962909 milli-seconds
(cntr) force drops : 94320764
(cntr-pg) to_drops : 0
DBG_xoff_hit_cnt : 0
DBG_xoff_hit_time : 274
DBG_port_fc_mode : 2
DBG_force_tmo_val : 300 milli-seconds
CFG_congestion_tmo : 0 milli-seconds

次の例は、ポーズフレームタイムアウトの詳細情報を表示する方法を示します。

switch(config-if)# attach module 1
module-1#
module-1# sh creditmon interface all
Ethernet1/1: PORT is NONE, xoff_hits=0
Ethernet1/2: PORT is NONE, xoff_hits=0
Ethernet1/3: PORT is NONE, xoff_hits=0
Ethernet1/4: PORT is NONE, xoff_hits=0
Ethernet1/5: PORT is NONE, xoff_hits=0
Ethernet1/6: PORT is NONE, xoff_hits=0
Ethernet1/7: PORT is NONE, xoff_hits=0
Ethernet1/8: PORT is NONE, xoff_hits=0
Ethernet1/9: PORT is NONE, xoff_hits=0
Ethernet1/10: PORT is NONE, xoff_hits=0
Ethernet1/11: PORT is NONE, xoff_hits=0
Ethernet1/12: PORT is NONE, xoff_hits=0
Ethernet1/13: PORT is NONE, xoff_hits=0
Ethernet1/14: PORT is NONE, xoff_hits=0
Ethernet1/15: PORT is NONE, xoff_hits=0
Ethernet1/16: PORT is NONE, xoff_hits=0
Ethernet1/17: PORT is NONE, xoff_hits=0
Ethernet1/18: PORT is NONE, xoff_hits=0
Ethernet1/19: PORT is NONE, xoff_hits=0
Ethernet1/20: PORT is NONE, xoff_hits=0
Ethernet1/21: PORT is NONE, xoff_hits=0
Ethernet1/22: PORT is NONE, xoff_hits=0
Ethernet1/23: PORT is NONE, xoff_hits=0
Ethernet1/24: PORT is NONE, xoff_hits=0
Ethernet1/25: PORT is NONE, xoff_hits=0
Ethernet1/26: PORT is NONE, xoff_hits=0
Ethernet1/27: PORT is NONE, xoff_hits=0
Ethernet1/28: PORT is NONE, xoff_hits=0
Ethernet1/29: PORT is NONE, xoff_hits=0
Ethernet1/30: PORT is NONE, xoff_hits=0
Ethernet1/31: PORT is NONE, xoff_hits=0
Ethernet1/32: PORT is NONE, xoff_hits=0
Ethernet1/33: PORT is NONE, xoff_hits=0
Ethernet1/34: PORT is NONE, xoff_hits=0
Ethernet1/35: PORT is NONE, xoff_hits=0
Ethernet1/36: PORT is NONE, xoff_hits=0
Ethernet1/37: PORT is NONE, xoff_hits=0
Ethernet1/38: PORT is NONE, xoff_hits=0
Ethernet1/39: PORT is NONE, xoff_hits=0
Ethernet1/40: PORT is NONE, xoff_hits=0
Ethernet1/41: PORT is NONE, xoff_hits=0
Ethernet1/42: PORT is NONE, xoff_hits=0
Ethernet1/43: PORT is NONE, xoff_hits=0
Ethernet1/44: PORT is NONE, xoff_hits=0
Ethernet1/45: PORT is NONE, xoff_hits=0
Ethernet1/46: PORT is NONE, xoff_hits=0
Ethernet1/47: PORT is NONE, xoff_hits=0
Ethernet1/48: PORT is NONE, xoff_hits=0
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Ethernet1/49: PORT is NONE, xoff_hits=0
Ethernet1/49/2: PORT is NONE, xoff_hits=0
Ethernet1/49/3: PORT is NONE, xoff_hits=0
Ethernet1/49/4: PORT is NONE, xoff_hits=0
Ethernet1/50: PORT is NONE, xoff_hits=0
Ethernet1/50/2: PORT is NONE, xoff_hits=0
Ethernet1/50/3: PORT is NONE, xoff_hits=0
Ethernet1/50/4: PORT is NONE, xoff_hits=0
Ethernet1/51: PORT is NONE, xoff_hits=0
Ethernet1/51/2: PORT is NONE, xoff_hits=0
Ethernet1/51/3: PORT is NONE, xoff_hits=0
Ethernet1/51/4: PORT is NONE, xoff_hits=0
Ethernet1/52: PORT is NONE, xoff_hits=0
Ethernet1/52/2: PORT is NONE, xoff_hits=0
Ethernet1/52/3: PORT is NONE, xoff_hits=0
Ethernet1/52/4: PORT is NONE, xoff_hits=0
Ethernet1/53: PORT is NONE, xoff_hits=0
Ethernet1/53/2: PORT is NONE, xoff_hits=0
Ethernet1/53/3: PORT is NONE, xoff_hits=0
Ethernet1/53/4: PORT is NONE, xoff_hits=0
Ethernet1/54: PORT is NONE, xoff_hits=0
Ethernet1/54/2: PORT is NONE, xoff_hits=0
Ethernet1/54/3: PORT is NONE, xoff_hits=0
Ethernet1/54/4: PORT is NONE, xoff_hits=0

module-1#

次に、ポーズフレームタイムアウトが発生したときに表示される syslogメッセージの
例を示します。

2021 Jun 25 10:07:41 StArcher-Peer1 %TAHUSD-SLOT1-2-TAHUSD_SYSLOG_CRIT:
PAUSE-TIMEOUT_BEGIN: Ethernet1/23, PFC pause timeout of 500ms reached for qos_group

1 cos 3 occurrences 1,
setting port to drop class traffic

2021 Jun 25 10:08:23 StArcher-Peer1 %TAHUSD-SLOT1-2-TAHUSD_SYSLOG_CRIT:
PAUSE-TIMEOUT_END: Ethernet1/23, PFC pause timeout ended for qos_group 1 cos 3 duration

40 seconds,
setting port to transmit class traffic

FCoE NPVの設定の確認
FCoE/VPCの設定情報を表示するには、次のいずれかを実行します。

目的コマンド

スイッチ上の Fibre Channel
overEthernet（FCoE）パラメー
タのステータスを表示しま

す。

show fcoe

Fibre Channel over Ethernet
（FCoE）データベースの内容
を表示します。

show fcoe database
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目的コマンド

vFCインターフェイスの情報
を表示します。

show int vfc vfc-id

NPVの設定情報を表示するには、次のいずれかを行います。

目的コマンド

Nポート仮想化（NPV）の現
在のステータスを表示しま

す。

show npv status

Nポート仮想化（NPV）トラ
フィックマップを表示しま

す。

show npv traffic-map

自動割り当てまたは静的割り

当てによって、サーバの vFC
インターフェイス ifに指定ま
たは割り当てられた外部 vFC
インターフェイス（NPイン
ターフェイス）を表示しま

す。

show npv external-interface-usage server-interface if

自動割り当てまたは静的割り

当てによって、サーバで使用

可能なすべての vFCインター
フェイスに指定または割り当

てられた外部 vFCインター
フェイス（NPインターフェイ
ス）を表示します。

show npv external-interface-usage

ホストの FLOGIテーブルを表
示します。このテーブルに

は、サーバインターフェイ

ス、VSAN、サーバインター
フェイスに接続されたイニシ

エータに割り当てられた

FCID、イニシエータのPWWN
および NWWN、サーバイン
ターフェイスに指定された

NPVスイッチの外部インター
フェイス/ゲートウェイがリス
トされます。

show npv flogi-table interface if
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目的コマンド

VSANに固有の Nポート仮想
化（NPV）の FLOGIセッショ
ンに関する情報を表示しま

す。

show npv flogi-table vsan vsan

Nポート仮想化（NPV）の
FLOGIセッションに関する情
報を表示します。

show npv flogi-table

FKAがディセーブルにされて
いるVNPポートに関する情報
を表示します。

show fcoe-npv issu-impact

FCoE NPVコアスイッチおよび FCoE NPVエッジスイッチ
の設定例

図 1 : FCoE NPVコアスイッチおよび FCoE NPVエッジスイッチの設定

• NPVコアスイッチの設定：

FCoE NPVの設定
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• NPIVをイネーブルにします。

npv-core(config)# feature npiv

•物理インターフェイスモードをトランクに設定します。
npv-core(config)# interface Eth 1/20
npv-core(config)# switchport
npv-core(config)# switchport mode trunk
npv-core(config)# mtu 9216
npv-core(config)# service-policy type qos input default-fcoe-in-policy

ステップ switchport、MTU、および service-policy
は、Cisco Nexus C93180YC-FX、
N9K-C9336C-FX2-E、または N9K-C93360YC-FX2
スイッチがコアスイッチとして使用される場合に

のみ必要です。

（注）

• P1の vFCポートモードを VFに設定
npv-core(config)# interface vfc1201
npv-core(config)# bind interface Eth1/20
npv-core(config)# switchport mode F

• VSANを作成し、vFCを VSANに追加
npv-core(config)# vsan database
npv-core(config-vsan-db)# vsan 100
npv-core(config-vsan-db)# vsan 100 interface vfc1201

• FCoE VLANを作成し、VSANにマッピング
npv-core(config)# vlan 100
npv-core(config-vlan)# fcoe vsan 100

• FCoE NPVスイッチの設定：

• FCoE NPVのインストール
npv(config)# install feature-set fcoe-npv

• FCoE NPVをイネーブルにする
npv(config)# feature-set fcoe-npv

• VSANの作成
npv(config)# vsan database
npv(config-vsan-db)# vsan 100

• FCoE VLANを作成し、VSANにマッピング
npv(config)# vlan 100
npv(config-vlan)# fcoe vsan 100

•スイッチ側の物理インターフェイスをトランクモードに設定
npv(config)# interface Eth 1/20
npv(config-if)# switchport mode trunk
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npv(config-if)# mtu 9216
npv(config-if)# service-policy type qos input default-fcoe-in-policy

• P2の vFCポートモードを VNPに設定
npv(config)# interface vfc1201
npv(config-if)# switchport mode NP
npv(config-if)# bind interface Eth1/20

•サーバ側の物理インターフェイスをトランクモードに設定

• npv(config)# interface Eth 1/1
npv(config-if)# switchport mode trunk
npv(config-if)# mtu 9216
npv(config-if)# service-policy type qos input default-fcoe-in-policy

• VSAN 100を許可するように vFCポート P3を設定
npv(config)# interface vfc11
npv(config-if)# switchport trunk allowed vsan 100
npv(config-if)# bind interface Eth1/1

• VNPおよび VFポートを VSAN 100に追加
npv(config)# vsan database
npv(config-vsan-db)# vsan 100 interface vfc1201
npv(config-vsan-db)# vsan 100 interface vfc11
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FCoE NPVコアスイッチおよび FCoE NPVエッジスイッチ
に対する暗黙的 vFCの設定例

図 2 : FCoE NPVコアスイッチおよび FCoE NPVエッジスイッチに対する暗黙的 vFCの設定

• NPVコアスイッチの設定：

• NPIVをイネーブルにします。

npv-core(config)# feature npiv

•物理インターフェイスモードをトランクに設定します。
npv-core(config)# interface Eth 1/20
npv-core(config)# switchport
npv-core(config)# switchport mode trunk
npv-core(config)# mtu 9216
npv-core(config)# service-policy type qos input default-fcoe-in-policy
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このステップスイッチポート、MTUおよび
service-policyは、Cisco Nexus C93180YC-FX、
N9K-C9336C-FX2-E、または N9K-C93360YC-FX2
スイッチがコアスイッチとして使用されるときに

のみ必要になります。

（注）

• P1の vFCポートモードを VFに設定（暗黙的 VFC）
npv-core(config)# interface vfc 1/20
npv-core(config)# switchport mode F

• VSANを作成し、vFCを VSANに追加
npv-core(config)# vsan database
npv-core(config-vsan-db)# vsan 100
npv-core(config-vsan-db)# vsan 100 interface vfc 1/20

• FCoE VLANを作成し、VSANにマッピング
npv-core(config)# vlan 100
npv-core(config-vlan)# fcoe vsan 100

• FCoE NPVスイッチの設定：

• FCoE NPVのインストール
npv(config)# install feature-set fcoe-npv

• FCoE NPVをイネーブルにする
npv(config)# feature-set fcoe-npv

• VSANの作成
npv(config)# vsan database
npv(config-vsan-db)# vsan 100

• FCoE VLANを作成し、VSANにマッピング
npv(config)# vlan 100
npv(config-vlan)# fcoe vsan 100

•スイッチ側の物理インターフェイスをトランクモードに設定
npv(config)# interface Eth 1/20
npv(config-if)# switchport mode trunk
npv(config-if)# mtu 9216
npv(config-if)# service-policy type qos input default-fcoe-in-policy

• P2の vFCポートモードを VNPに設定（暗黙的 VFC）
npv(config)# interface vfc 1/20
npv(config-if)# switchport mode NP

•サーバ側の物理インターフェイスをトランクモードに設定します。
npv(config)# interface Eth 1/1
npv(config-if)# switchport mode trunk
npv(config-if)# mtu 9216
npv(config-if)# service-policy type qos input default-fcoe-in-policy
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• VSAN 100を許可するように vFCポート P3を設定（暗黙的 VFC）
npv(config)# interface vfc 1/1
npv(config-if)# switchport trunk allowed vsan 100

• VNPおよび VFポートを VSAN 100に追加
npv(config)# vsan database
npv(config-vsan-db)# vsan 100 interface vfc 1/20
npv(config-vsan-db)# vsan 100 interface vfc 1/1

仮想インターフェイスの確認
仮想インターフェイスに関する設定情報を表示するには、次の作業のいずれかを行います。

目的コマンド

指定されたファイバチャネルインターフェイスの詳細な設

定を表示します。

switch# show interface vfc vfc-id

すべてのインターフェイスのステータスが表示されます。switch# show interface brief

FCoE VLANから VSANへのマッピングを表示します。switch# show vlan fcoe

次の例は、イーサネットインターフェイスにバインドされた仮想ファイバチャネルインター

フェイスを表示する方法を示したものです。

switch(config-if)# sh int vfc 172

vfc172 is trunking (Not all VSANs UP on the trunk)
Bound interface is Ethernet1/72
Hardware is Ethernet
Port WWN is 20:ab:e0:0e:da:4a:5d:9d
Admin port mode is F, trunk mode is on
snmp link state traps are enabled
Port mode is TF
Port vsan is 200
Speed is auto
Trunk vsans (admin allowed and active) (1,10,100,200)
Trunk vsans (up) (200)
Trunk vsans (isolated) ()
Trunk vsans (initializing) (1,10,100)
799 fcoe in packets
80220 fcoe in octets
2199 fcoe out packets
2219828 fcoe out octets
Interface last changed at Thu Sep 15 08:52:51 2016

次の例は、MACアドレスにバインドされた仮想ファイバチャネルインターフェイスを表示す
る方法を示したものです。

switch(config-if)# sh int vfc 132

vfc132 is trunking (Not all VSANs UP on the trunk)
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Bound MAC is 000e.1e1b.c1c9
Hardware is Ethernet
Port WWN is 20:83:00:2a:10:7a:89:bf
Admin port mode is F, trunk mode is on
snmp link state traps are enabled
Port mode is TF
Port vsan is 2101
Speed is auto
Trunk vsans (admin allowed and active) (1,2001-2003,2101-2103)
Trunk vsans (up) (2101)
Trunk vsans (isolated) ()
Trunk vsans (initializing) (1,2001-2003,2102-2103)
Interface last changed at Wed Sep 14 12:14:29 2016

次の例は、スイッチ上のすべてのインターフェイスのステータスを表示する方法を示したもの

です（簡略化のため、出力の一部は省略）。

switch# show interface brief

-------------------------------------------------------------------------------

Interface Vsan Admin Admin Status SFP Oper Oper Port

Mode Trunk Mode Speed Channel

Mode (Gbps)

-------------------------------------------------------------------------------

fc3/1 1 auto on trunking swl TE 2 --

fc3/2 1 auto on sfpAbsent -- -- --

...

fc3/8 1 auto on sfpAbsent -- -- --

-------------------------------------------------------------------------------

Interface Status IP Address Speed MTU Port

Channel

-------------------------------------------------------------------------------

Ethernet1/1 hwFailure -- -- 1500 --

Ethernet1/2 hwFailure -- -- 1500 --

Ethernet1/3 up -- 10000 1500 --

...

Ethernet1/39 sfpIsAbsen -- -- 1500 --

Ethernet1/40 sfpIsAbsen -- -- 1500 --

-------------------------------------------------------------------------------

Interface Status IP Address Speed MTU

-------------------------------------------------------------------------------

mgmt0 up 172.16.24.41 100 1500

-------------------------------------------------------------------------------

-------------------------------------------------------------------------------

Interface Vsan Admin Admin Status SFP Oper Oper Port

Mode Trunk Mode Speed Channel
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Mode (Gbps)

-------------------------------------------------------------------------------

vfc 1 1 F -- down -- -- --

...

次の例は、スイッチにおける VLANと VSANとのマッピングを表示する方法を示したもので
す。

switch# show vlan fcoe

VLAN VSAN Status

-------- -------- --------

15 15 Operational

20 20 Operational

25 25 Operational

30 30 Non-operational

VSANから VLANへのマッピングの設定例
次に示すのは、FCoE VLANおよび仮想ファイバチャネルインターフェイスの設定例です。

手順の概要

1. 関連する VLANを有効にし、その VLANを VSANへマッピングします。
2. 物理イーサネットインターフェイス上で VLANを設定します。
3. 仮想ファイバチャネルインターフェイスを作成し、それを物理イーサネットインターフェ

イスにバインドします。

4. 仮想ファイバチャネルインターフェイスを VSANに関連付けます。
5. （任意）VSANのメンバーシップ情報を表示します。
6. （任意）仮想ファイバチャネルインターフェイスに関するインターフェイス情報を表示

します。

手順の詳細

ステップ 1 関連する VLANを有効にし、その VLANを VSANへマッピングします。
switch(config)# vlan 200

switch(config-vlan)# fcoe vsan 2

switch(config-vlan)# exit

ステップ 2 物理イーサネットインターフェイス上で VLANを設定します。
switch# configure terminal

switch(config)# interface ethernet 1/4
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switch(config-if)# spanning-tree port type edge trunk

switch(config-if)# switchport mode trunk

switch(config-if)# switchport trunk allowed vlan 1,200

switch(config-if)# exit

ステップ 3 仮想ファイバチャネルインターフェイスを作成し、それを物理イーサネットインターフェイスにバイン
ドします。

switch(config)# interface vfc 4

switch(config-if)# bind interface ethernet 1/4

switch(config-if)# exit

デフォルトでは、仮想ファイバチャネルインターフェイスはすべて VSAN 1上に存在します。
VLANから VSANへのマッピングを VSAN 1以外の VSANに対して行う場合は、ステップ 4へ進
みます。

（注）

ステップ 4 仮想ファイバチャネルインターフェイスを VSANに関連付けます。
switch(config)# vsan database

switch(config-vsan)# vsan 2 interface vfc 4

switch(config-vsan)# exit

ステップ 5 （任意）VSANのメンバーシップ情報を表示します。
switch# show vsan 2 membership
vsan 2 interfaces

vfc 4

ステップ 6 （任意）仮想ファイバチャネルインターフェイスに関するインターフェイス情報を表示します。

switch# show interface vfc 4

vfc4 is up
Bound interface is Ethernet1/4
Hardware is Virtual Fibre Channel
Port WWN is 20:02:00:0d:ec:6d:95:3f
Port WWN is 20:02:00:0d:ec:6d:95:3f
snmp link state traps are enabled
Port WWN is 20:02:00:0d:ec:6d:95:3f
APort WWN is 20:02:00:0d:ec:6d:95:3f
snmp link state traps are enabled
Port mode is F, FCID is 0x490100
Port vsan is 931
1 minute input rate 0 bits/sec, 0 bytes/sec, 0 frames/sec
1 minute output rate 0 bits/sec, 0 bytes/sec, 0 frames/sec
0 frames input, 0 bytes 0 discards, 0 errors
0 frames output, 0 bytes 0 discards, 0 errors
Interface last changed at Thu Mar 11 04:44:42 2010

FCoE NPVの設定
42

FCoE NPVの設定

VSANから VLANへのマッピングの設定例



vPCによる SANブート
CiscoNexus 9000シリーズデバイスは、LinkAggregationControl Protocol（LACP）ベースの vPC
での、イニシエータの SANブートをサポートします。この制限事項は、LACPベースのポー
トチャネルに固有です。ホスト側のvFCインターフェイスは、ポートチャネル自体ではなく、
ポートチャネルメンバにバインドされます。このバインディングにより、最初の構成でLACP
ベースのポートチャネルに依存することなく、CNA/ホストバスアダプタ（HBA）のリンクが
アップした時点で、SANブート中にホスト側の vFCがアップするようになります。

Cisco Nexus 9000シリーズデバイスは、チャネルモードの SANブートもサポートします。（注）

LACP suspend-individualコマンドはポートチャネルから削除する必要があります。削除しない
と、ホストからLACPBPDUが受信されない場合に、物理インターフェイスが中断されます。

（注）
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